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問１ 以下の文章の空欄	 １ 	～	 12 	それぞれにあてはめるのに最も適切
な語句を、下記の選択肢ア～ヤから１つずつ選び、解答欄	 1 	～	 12 	に解答しな
さい。なお、１つの語句は１回しか選ばないこと。

 奈良時代に成立した養老律令は、古代国家の祭祀について明文化した20か条の法令を含
んでおり、祭祀を管轄する官庁として	 １ 	を置くことや、どの月にどの恒例祭祀
を行うか、祭祀の準備、天皇即位にかかわる祭祀、そのほかを規定している。その中に、
11月下卯日の夜から翌朝にかけ、新穀を中心に米などの食を天皇がみずから供え、神をま
つる、稲作にかかわる重要な祭祀がある。すなわち毎年恒例の	 ２ 	と、天皇の即
位にともなう一代一度の特に重要な、長い準備期間をかけて大掛かりに執り行われる大嘗
祭である。
 平安京遷都の前後から、国家的な重大事や災害に際し、名神と称された神々の神社を対
象に、朝廷からの使者が供え物を運び神に供えること、すなわち	 ３ 	が臨時に行
われるようになった。平安時代中期（９世紀末～10世紀中ごろ）には、伊勢神宮を筆頭と
する複数の特定神社に、同時に	 ３ 	を行うことが儀式化された。	 ３ 	の
対象には、朝廷の要人に祟る怨霊と恐れられた	 ４ 	を祀る北野天満宮なども加わ
り、平安時代後期に日吉大社が加わることで、	 ５ 	と総称されるようになった。
 日本固有の神々と、外来の仏や菩薩の、融合関係を想定する思想や実践を		

６ 	という。仏教が伝わった他の国々でも	 ６ 	と同様の現象が見られる
が、日本では仏教伝来の時代にすでに始まり、古代から中世期にかけていくつかの段階を
経て発展した。「仏や菩薩が本体であり、その化身としての仮の姿こそが神」だとするの
が	 ７ 	説である。
 近世に入り、徳川御三家のひとつである	 ８ 	藩では、寛文５年に藩主の徳川光
圀が領内の社寺の調査を進め、	 ６ 	的要素を排しつつ神社整理を実施、また史書
の編纂を進めた。光圀の時代の学問を前期	 ８ 	学と呼ぶ。一方、その百年以上後
に、同じく	 ８ 	藩で藤田幽谷・東湖父子や、幽谷に学び『新論』を著した		

９ 	らが進めた学問を、後期	 ８ 	学と呼ぶ。
 古代以来の律令制度における	 １ 	は、官庁としては中世の応仁の乱で失われて
いたが、明治新政府はその再興をはかった。明治元年に一連の	 10 	令が出され、
千年以上続いた	 ６ 	は終止符を打った。明治４年には、神社は「	 11 	」
すなわち国家の公的施設と位置づけられた。国民全体に惟神（かんながら）の道を説く明
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治初期の	 12 	運動の不調を経て、政教分離論が導入されるに至り、神社は行政に
おいて非宗教の扱いを受けるようになる。「	 11 	」である神社の宗教的性格をど
う扱うかは、その後第二次世界大戦敗戦に至るまで、明確に決着しないままとなった。

選択肢
ア 官国幣社    イ 奉幣     ウ 江戸     エ 大教宣布  
オ 王仏冥合    カ 二十二社   キ 薩摩     ク 式内社  
ケ 唯一神道    コ 菅原道真   サ 非理法権天  シ 会沢正志斎  
ス 国家百年の大計 セ 新嘗祭    ソ 神宮司庁   タ 平田篤胤  
チ 戒厳令     ツ 陰陽五行   テ 神前読経   ト 神祇官  
ナ 吉田兼倶    ニ 国家総動員  ヌ 国家の宗祀  ネ 班幣  
ノ 宗教法人    ハ 水戸     ヒ 神仏習合   フ 崇徳上皇  
ヘ 祈年祭     ホ 神本仏従   マ 神嘗祭    ミ 教皇庁  
ム 神仏判然    メ 寺社奉行   モ 本地垂迹   ヤ 神祇不拝

問２ 現代社会における神社の公共性・公益性について、必要な場合は災害支援・復興、
福祉・ケアについての例を示しながら、あなたの考えを400字程度で説明し、解答欄
に解答しなさい。

2



	
Ａ 次の表と文章を読んで、下記の各設問に答えなさい。

 下記の表は2000年段階での「世界の諸宗教の宗教人口」である。表中に「人口比」とあ
るのは、世界の全人口に占める割合で、小数点以下第２位を四捨五入している。

宗教名など 宗教人口（信者数） 人口比（%）
キリスト教 1,999,564,000 33.0
イスラーム（イスラーム教） 1,188,243,000 19.6
ヒンドゥー教 811,336,000 13.4
無宗教 768,159,000 12.7
中国系民俗宗教 384,807,000 6.4
仏教 359,982,000 6.0
部族宗教 228,367,000 3.8
新宗教 102,356,000 1.7
シーク教 23,258,000 0.4
ユダヤ教 14,434,000 0.2
スピリティスト 12,334,000 0.2
バハーイー教 7,106,000 0.1
儒教 6,299,000 0.1
ジャイナ教 4,218,000 0.1
神道 2,762,000 0.1
道教 2,655,000 0.1
ゾロアスター教 2,544,000 0.0
その他の宗教 1,067,000 0.0
全世界人口 6,055,049,000 100.0

（『プレステップ宗教学〈第３版〉』８ページの図表２〈出典：J. Gordon Melton & Martin 

Baumann (eds.) Religions of the World, 2002, ABCCLIO〉をもとに作成）

 この表から考えると、2000年における世界中の人々の	 21 	がキリスト教徒、		
22 	がムスリム（イスラーム教徒）である。また、	 23 	。

2

3






Text Box
省　略



問１ 空欄	 21 	と空欄	 22 	にあてはめるのに最も適切なものを下記のア
～オからそれぞれ１つ選んで、解答欄の	 21 	と	 22 	に解答しなさい。同じ選択肢
を二度選んでもかまわない。
ア おおよそ２人に１人
イ おおよそ３人に１人
ウ おおよそ４人に１人
エ おおよそ５人に１人
オ おおよそ６人に１人

問２ 空欄	 23 	にあてはめるのに最も適切な文章を下記のア～エから１つ選ん
で、解答欄の	 23 	に解答しなさい。
ア 世界規模でみると、仏教の信者数は10人のうち２人程度であり、ムスリムの人口
の３分の１ほどである。
イ 世界規模でみると、仏教の信者数は10人のうち１人程度で、ユダヤ教の信者のほ
うが多い。
ウ 世界規模でみると、仏教の信者数は10人のうち１人にも満たず、ヒンドゥー教の
信者の半分以下である。
エ 世界規模でみると、仏教の信者数は100人のうち１人程度であり、無神論者の人
口の半分程度である。

Ｂ 以下の文章を読んで、下記の各設問に答えなさい。

 世界にはさまざまな宗教的儀礼や祭礼がある。例えば、ユダヤ教には、イスラエルの民
のエジプト脱出を記念する祭礼である	 31 	があり、毎年	 32 	に行われる。
キリスト教には、イエス＝キリストの復活を記念する行事である	 33 	がある。イ
スラームでは、	 34 	の月に断食（サウム）が実施され、その期間が終了するとイー
ド・アルフィトル（イード・ル・フィトル）が行われる。

問１ 空欄	 31 	にあてはめるのに最も適切なことばを解答欄	 31 	に解答しなさ
い。
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問２ 空欄	 32 	にあてはめるのに最も適切なものを下記のア～エから１つ選んで
解答欄	 32 	に解答しなさい。
ア 春   イ 夏   ウ 秋   エ 冬

問３ 空欄	 33 	にあてはめるのに最も適切なことばを解答欄	 33 	に解答しなさ
い。

問４ 空欄	 34 	にあてはめるのに最も適切なものを下記のア～エから１つ選んで
解答欄	 34 	に解答しなさい。
ア ムハンマド誕生
イ ラマダーン
ウ イスラーム暦第３
エ イスラーム暦第７

Ｃ 以下の文章を読んで、下記の各設問に答えなさい。

 世界の諸宗教における生死観（死生観）には多様なものがある。人が死後に赴く場所に
ついてさまざまな（a）他界観が形成されるとともに、地域・文化・宗教によっては、能力
のある人物が神霊、精霊、死霊などと直接交流し、その間に予言、託宣、卜占、治病など
を行う信仰形態・宗教的形態も成立した。この信仰形態・宗教的形態を	 41 	とい
う。

問１ 傍線部（a）に関連して、世界のさまざまな生死観を検討していた岸本英夫は、が
んを患って死を宣告されたのちに、自らの生死観について以下のような文章を記した。
これを読んで、岸本が死を考える中でどうして「よく生きる」ことが大切だと考える
ようになったのか、文章に即して160字以内で説明し、解答欄に解答しなさい。

 生と死とは、ちょうど、光と闇との関係にある。物理的な自然現象としての暗闇という
のは、それ自体が存在するのではない。光がないというだけのことである。光のない場所
を暗闇という。人間にとって光にもひとしいものは、生命である。その生命のないところ
を、人間は暗闇として感じるのである。
 死の暗闇が実体でないということは、理解は、何でもないようであるが、実は私には大
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発見であった。これを裏返していえば、人間に実際与えられているものは、現実の生命だ
けだということである。人間は、日々の生活をくり返して生きている。これは、疑いのな
いことである。人間にとって生命は実体である。しかし、人間にとってあることは、今生
きているということだけである。人間には、生命がある。50年か60年か生きているが、そ
の寿命の中の一日一日は、どの一日も、すべて人間にとっては同じように実体としての生
命である。どの一日も同じように尊い。寿命がつきて、死が近づいたとしても、その死に
近い一日も、健康の時の一日と同じように尊い。そのいのちのなくなる日まで、人間は生
命を大切によく生きなければならない。死というのは別の実体であって、これが生命にお
きかわるのではない。ただ単に、実体である生命がなくなるというだけのことである。
 このような考え方がひらけてきた後の私は、人間にとって何よりも大切なことは、この
与えられた人生を、どうよく生きるかということにあると考えるようになった。いかに病
に冒されて、その生命の終りが近づいても、人間にとっては、その生命の一日一日の重要
性はかわるものではない。つらくても、苦しくても、与えられた生命を最後までよく生き
てゆくよりほか、人間にとって生きるべき生き方はない。
 このようにして、死の暗闇の前に素手でたっていた私は、このギリギリの限界状況まで
きて、逆に、大きな転回をして、生命の絶対的な肯定論者になった。死を前にして大いに
生きるということが、私の新しい出発になった。
 それ以来、私は、一個の人間として、もっぱらどうすれば「よく生きる」ことができる
かということを考えている。しかし、そう生きていても、そこに、やはり生命飢餓状態は
残る。人間は、一日一日をよく生きながら、しかも同時に、つねに死に処する心構えの用
意をつづけなければならない。私は、生命をよく生きるという立場から、死は、生命に対
する「別れのとき」と考えるようになった。立派に最後の別れができるように、平生から、
心の準備を怠らないように努めるのである。
	 （岸本英夫『死をみつめる心』に基づく）
＊出題に際して、一部の表記を変更した。

問２ 空欄	 41 	にあてはめるのに最も適切なものを下記のア～エから１つ選んで
解答欄	 41 	に解答しなさい。
ア アニミズム
イ イニシエーション
ウ コンバージョン
エ シャマニズム

6






Text Box
省　略



問３ 死をめぐる儀礼について、日本社会では戦後になってさまざまな変化が起こった。
その変化の説明として最も適切なものを下記のア～エから１つ選んで解答欄	 42 	に
解答しなさい。
ア 伝統的には土葬が多かったが、現在は散骨という個人の墓の中に骨をまく形式の
葬儀もしだいに普及してきた。
イ 民間の従来の葬儀では、家から出棺し、人々は葬列を組んで墓まで歩いて埋葬に
臨むことが多かったが、現在は家から出棺される光景が少なくなった。
ウ 葬儀は、かつては地域の神社や寺院で行われるのが一般的だったが、現在は自宅
で行う形が大部分を占めている。
エ 戦後になると、葬儀に関わるさまざまな儀礼が増えてその時間は以前よりも長く
なり、告別式は軽視されるようになった。

7






